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 以上の理由により、川名君の将来への希望を込め、2011年 月 日主査である日本画研究教員の 名、
及び論文担当第一副査、田口榮一教授と共に審査委員会を行い博士学位授与に値すると判断し合格とし
た。 
（総合審査結果の要旨） 
 
 川名君の絵画表現の基盤に死生観という美意識がある。その作画表現は、異界と境界という概念を念
頭において制作する事であり、「異界という日常とは異なる空間を、多元的な世界観を持った視界により
表現される事である。」としている。そして、二つ以上の異界の存在により、その狭間に出来るものが境
界である。それは「土地の境界」等の目に見えてはっきりしたものと、「生と死」・「聖と俗」等のあやふ
やで目にははっきりと見えない境界とがある。と論じている。 
 茶の湯の世界でのいわゆる結界もその一つである。彼は大学院の時、源氏物語絵巻を模写する事によ
り、几帳を境界とみたて一つの画面に二つ以上の異界を表現した作風に影響を受けた。几帳により分け
隔てられた二つの物語を対比させ、一つの画面で物語絵巻として成り立たせる表現である。そして、そ
の異界と境界を一つの画面に表し、既存の画面分割とは異なった表現を試みようと制作してきた。その
作風にふれてから、日常的な題材を描く時、「綺麗だけど恐ろしい」・「可愛いけど野性的」である等、相
対関係にあり対立的な要素が触発しあい曖昧な境界線上で共存しているような作品を制作しだしたので
ある。それにより彼の絵は、彼の心を感じる事の出来る個性を持った作品へと生まれ変わった。 
 ある意味、絵画の世界は全て異界である。今までにも異界どうしを画面にぶつけ合う手法は沢山あっ
た。しかし、彼の作品には異界どうしをさりげなく繋げ、異なった二つの異界がどう絡み合っているの
かわかりにくい作品に仕上げている。それが彼の言う処の「ぼやけた境界を表現する」という事である。
死生観を基に二つ以上の異界を組み合わせた彼の作品群には、「夜行」・「幽明」・「長い夜」等、どの作品
にも夜をイメージしている作品が多い。彼の言う死生観が発想の原点になっている為と思われるが、死
生観という抽象的な言語に対して、具体的な形態で表現されたものが多すぎる感もある。具体的な描写
により、異なった世界を描き、両立させる表現は死生観という幻想的な世界を表現しきれているとはい
えない。しかし、人間と自然が混在し、共存する世界を追求している姿勢からは、異界の表現を探って
いる様を感じることが出来、着実に内容を深めている。絵画を勉強するという事は、偏った見方や表現
をするのではなく、観察し描写する事と創作する事という、相反する事柄を両立させ、いかにバランス
をとるのかを考える事にあると思う。博士として「勉強する」ということに関して言えば、物を考え、
人生を考え、自分なりの作品を築こうとした努力が実り一つの成果をあげたのではないかと思う。作品
数も多く、意欲的な制作態度は博士課程において十分な取り組みであり、論文による整合性を充たして
いるとし、審査員全員による評価として合格に値する。 
